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エ ヴ ェ ン の英雄叙事詩
｢デル ゲ ニ +
荻原 晃子
壬 _ 姐 三
エ ダニ ン はオ ホ ー ツク海沿岸か ら北方 ､ 上 コ ル イ マ 川 からさらに酉 はヤク - チャ の 北の 地域
にかけて 居住する民族 で あ る｡ か つ て オ ホ ー ツ ク海沿岸の 民族は ラム - ト ("1a m u" - エ ヴ ェ ン
キ簿で ｢海+ の意) と呼ばれ ､ 古い文献にはその名で知 られて い るが ､ 自称は エ ヴ ェ ン で ある｡
こ の ほかに自称と して オ ロ チ ェ ル が あるが ､ こ れ は ｢トナ カイ牧民+ の 意で あり ､ エ ヴ ェ ン の
生業を反映 した名称である｡ 人 口は 17.0 00人 (1989) であるが､ その 半数 (87 00人) はヤク -
チャ に､ 1900人が オホ ー ツ ク沿岸地域に ､ その 他は周辺 の 各地に分布 して い る｡ エ ヴ ェ ン 語は
エ ヴ ュ ン キ簿とともに トウ ン ダ ー ス ･ 満州語派に分類され る｡
エ ヴ ュ ン には トナ カイ 牧畜に携わ っ て移動生活 をする集団と ､ オホ ー ツ ク海沿岸を中心 にサ
ケ ･ マ ス などの 漁労や海獣狩猟に携 わる定住民の 集団 (メ ネ - 定住者) が 区別 されるが ､ それ
ぞれ にお い て狩猟も大き な比重を しめて い た ｡ 前者は円錐形天幕 (ジ ュ) や内陸ア ジア の 遊牧
民 の ように円筒形の 下部 の うえに 円錐形の 屋根 をのせ た天幕 (チ ョ ラ マ ･ ジ ュ) を住居とし､
食や衣を トナカ イに依存 して い た｡ それ に対 し､ 後者で は古く は屋根の 煙穴が 出入 り 口 とな っ
た 竪穴式の ､ 冬の住居とカ ラ マ ツ の 樹皮で覆 っ た夏の住居が あっ た ｡ 当然の こ となが ら､ トナ
カイ牧民とオホ ー ツク海沿岸の住民との 間には交換を通 じた緊密な社会関係が成り立 っ て いた ｡
こ の ような エ ヴ ュ ン の 文化的特徴 は社会主義体制の もとで大きく変容 し､ ソ連の 崩壊後の今
日ではまた新たな状況の なか で変化をみせてい る｡
三重盈立旺2史ユニ
エ ヴ ェ ンの 口承文芸の ジャ ン ル に つ い て は明らかではない o - 観 で はネム カ ン n e mka n= 昔話 ､
テ レ ン グ teleng - 伝硯 ､ イ ケ ike - 歌 ､ ネヌ ケ ン n en uken - 謎なぞ ､ 加えて格言が挙げられ
て い るが ､ 具体的な説明はなされ て い ない [Hapo仲I CⅡ6HPE:770]o 本稿で取りあげる英雄叙事
詩のテ キス トに つ い て い えば､ これ は ニ ムカ ン nimkan/耶 以 E a Hと して紹介され て い るが ､ z h.K.
レ - ベ ジ ェ ヴァ によれば民俗語嚢と して ､ これは ｢民間伝承の 散文昔話と古典的叙事詩をさす
申oJIhEn OpHyIO CK a30 Ⅶym rIPO 3y H aPX aⅡtl e C K嘘 5rIO C+ という [JIe6eme B a1981:19]o ニ ムカン に類
する静 は トケン ダ ー ス 帯 ･ 満州帯系の すベ ての 言語に共通に認 められ ､ しかも ､ それに含まれ
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る説話は非常に多岐に わた っ て い るo
さて ､ ユ ー ラ シ ア ､ 特に東シ ベ リア の諸民族の 叙事詩 に 当て られ て い る ｢古典的叙事詩+ と
い う語 に つ い て ､ Z h.K. レ - べ ジ ェ ヴァ ほ つ ぎの ように述 べ て い る ｡ すなわ ち､ rそれ は儀礼と
神話と い う二 つ の構成要素 の 合成で あるが ､ - つ の意味をな して い るo つ まり ､ ト タ ン グ ー ス
の叙事詩 の パ フ ォ ー マ ン ス は 一 方 で は (達吉の 狩猟秘儀 の 名残 を想わせ る) 演劇的な性格をも
ち ､ 他 方で は か つ て 儀式 の 神話が歌われたように､ 一 部 (モ ノ ロ ー グ) が歌われ るの で ある+
[JIe6eAeB a1981:19] と い うo こ の論 の 根拠 は エ ヴ ェ ン キ語 の ニ ム ガカ ン が多義的で あり ､ ｢熊
祭+ と呼ばれ る儀礼もまた こ の名称で知られて い ると いう指摘にある｡ つ まり ､ ｢( 熊条)､ それ
は 一 部 の エ ヴェ ン キでは ニ ム ン ガカン nirrmgakanと呼ばれたが､ 民間伝承 (神話､ 説話 ､ 伝説､
昔話) が同 じようにそう呼ばれて おり ､ 『古代』､ 『伝統』 の 意で ある+[Ba cHJIeB 耶 1 971:162] と
い う語桑の解釈に依 っ て い る｡ 儀礼と して熊祭を想定しながら｢演劇的な性格+が論ぜ られ ､ r古
代+ と いう語義か ら エ ヴ ュ ン の ニ ム カン を即 ｢古典的叙事詩+ とするなら ､ こ の 用語にはまだ
慎重に検討す べ き余地 があ る｡ 換言すれ ば､ 先述の ように ニ ム カ ン に類する語は トウ ン ダ ー ス
語 ･ 満州語系の す べ て の 言語 に共通 に認められ るので あるから ､ そ の 全体的を視野 に比較考察
する ことが必要で あろう｡ こ の間題 は本稿の主題から外れ るため ､ これ以上立ち入る こ とは し
ない が ､ 取りあげるテ キ ス トは ｢古典的叙事詩+ とせず, そ の性格か らみて
一 応 ｢英雄叙事詩+
とする｡
芝生 辿 エ
こ こ に訳出したテキ ス トの 出典は B. 近.q耶 岬yC, B.凡JIe6e7Ie B, a.A.JIe6eAe Ba(rJIa BE･pefI･) 3n oc
o xo m cfCLLX 38 efLO 8, B3at‡〟CJLrH.Il. Ttazv ufCa, 触yT CE:,1986 (V.i. ツ イ ン ツ イ クス ､ V,D. レ
- べ ジ ェ フ ､
v D. レ - べ ジ ュ ヴァ 編 『オホ ー ツク ･ エ ヴェ ン の 叙事詩』ヤク - ツ ク) である｡ これには ｢デ
ルゲ ニ+､ ｢チプデヴ ェ ル+､ ｢ゲアクチャ ヴァ ル+ と題する 3つ の テ キス トが エ ヴ ェ ン語原文に
ロ シア語訳､ 注釈が付されて収録されている｡ 以下は この書の解鋭による｡
こ の 3 つ のテ キス トは 19 30年代に ニ コ ライ ･ プ ロ コ ー ビ ェ ヴイチ ･ トカチク (1905-1944)
が ハ バ ロ フ ス ク州オホ ー ツ ク地 区の ア ルカ村にお い て N.G . モ ク ロ ウ - ソ フ と い
■
う 98才の語り
部から採録 したもの で ある｡
こ の筆録されたテ キス トは 1 969年に トカチク夫人から トケ ン ダ
ー ス 学の 泰斗 G･M ･ ヴァ シ ー
レ ヴイチ に委ねられ ､ それ から出版にむけて の 準備が はじめられ た｡ これ には言語学者の ⅤⅠ･
ツ イ ンツ イ クス ､ V G. レ - べ ジ ェ フ が現地にお い て帝り部 A.M .グロ
ー モ フと作業を行 っ た ｡ グ
ロ ー モ フ は語り部モ ク ロ ウ ー ソ フの養子で ､ レ ニ ン グラ ー ドで大学教育を受けており ､ 養父の
叙事詩に通 じてい た ｡ こ の 作業によ っ て トカチクの 筆録したテ キス トの不明瞭 ､ 不正確さは是
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正 され ､ テ キ ス トは完全 な も の とな っ たが ､ 重要 な こ との
一 つ は 当初 の テ キス トで省か れて い
たリ フ レイ ンが復元 され たこ と である｡ こうして , エ ヴ ュ ン の オホ ー ツ ク方言 のテ キス トが1986
年 にヤク - ツク の 科学ア カデミ ー 支部か ら出版され る運び とな っ た の で あるo
アルカと いう 邑落 (196
L
o - 70年代 ､ 人 口 530人 ､ 144世帯) はオホ ー ツ ク海に注 ぐア ホ 一 夕
川 とア ル カ川 の 合流点に位置 し ､ 古くか らヤク ー トと の 接触があり ､ ま た ､ 帝政時代には駅逓
や交易地 で もあ っ た｡ ア ル カが こ の 地域の 重要な交易地 で あ っ た こと に つ い て ､ 19 60年代末に
年配者たちはつ ぎの ように伝 えて い る｡ ｢3 月 の末に はい つ もア ル カに トナカイ牧民 が冬 の 間に
捕 っ た毛皮獣､ 毛皮 ､ 工 芸品などを も っ て集ま っ て く る｡ そ こ - 外国 の ブ ロ ー カ ー ､ 毛皮の 買
い付け人 ､ 商人 ､ それ に僧侶た ちや土地 の 役人 たちもや っ て きた ｡ 転年の 市は数日 つ づ き ､ 特
別 な祭だ っ た ｡ そ こ で は伝統的な民族競技大会が開かれ ､ 歌 い手 ･ 語り手 たちの競技も行われ
た｡ それ はまだ 4 0年代にはあ っ た+ とい う｡ ア ル カ地区の エ ヴ ェ ンに は この ような歴史と文化
が受け継がれてきたと い えよう｡
採録者 N .P. トカチ タ は 190 5年にウクライナ移民の 子 と して 貧 しい 家庭に生 まれ ､ 中学を卒
業するとハ バ ロ フ ス ク の教育専門学校 へ 入り ､ そ こで 北方の諸言語 ､ なかんずく エ ヴェ ン キ語 ､
ユ ダェ ン語を学び ､ 習得 した ｡ 1927年に アル カ村に教師と して赴任 し､ ソ連 時代の 当初､ 民族
語教育が全うに行われ て い た時代に エ ヴュ ン の子 どもの教育に力を注い だo その傍ら 1937-1938
年には 98才の ニ ム カ ラン (語 り部)､ ニ コ ライ ･ ゲオ ル グゲイ チ ･ モ ク ロ ク ー ソ フ か ら3 つ の
叙事詩 (｢デル ゲニ+､ ｢チプデヴェ ルJt. ｢ゲアクチ ャ ヴァ ル+) を採録 したの で あるo
モ ク ロ ウ - ソ フ が どこ で どの ように叙事詩語りを身に つ けて かに つ い て は明らかにされ てい
ない . 生まれたの は 1 839年 ､ ア ルカ の東北を流れるア ラ ッ フ ･ ユ ニ 川の辺 り の貧 しい 牧民の家
庭に生まれ､ 結婚 した の は遅く ､ 子 どもがなか っ たた めに養子 をと っ た o それが p.Ⅰ. グ ロ ー モ
フ で あるが ､ かれ は 1930年代に レ ニ ン グラ ー ドの 北方諸民族大学で学んだ｡ モ ク ロ ウ - ソ フは
9 8才で死去 したが､ 視力を失 っ たもの の ､ 亡くなるまで潜りの才は衰えなか っ たと い う｡
あ 出
1. 【発端】 デルゲニ が独 りで 暮らして い る｡ そこ - 順 に独り者の 男が 2人 ､ - ン グク ニ とメ
ン グヌ ニ がや っ てきて い っ し ょ に住む ようになる｡ あるとき ､ デ ル ゲ ニ は トナカイ の 良い
牧野が なくな っ た から､ 他の場所 - 移動 しようとい う｡
2 . 【鷹と の 開い】 行方不明に なっ た妻 をさが して い る鷹が飛来 して きて ､ デル ゲ ニ を疑い挑
戦する｡ 鷹には鉄の 塀と翼が あっ た ｡ - ン グク ニ とメ ン グヌ ニ が相手に なる｡ メ ングヌ ニ
は死に , - ングク ニ は鷹を殺 し､ 2人を埋め ､ 鷹の塀を切りと っ て しま っ て おく｡
3 . 【熊との 闘い】 デル ゲ ニ と - ン グク ニ の と こ ろ - メ ル セ と称す る2 人の 男が へ ラ ジカを土
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産 にや っ て くる｡ -V､ っ そ う旨い 肉を所望するデル ゲ ニ の ために男たちは熊狩 りに出か ける
が ､ 1 人は死に ､ もう1人 は満身創療で 帰り着い て 死 ぬ ｡ 傷だ らけの 熊が追 っ て くる｡ へ
ン グク ニ はク マ の傷 口 に鷹の 噴を突き刺して殺す｡
4 . 【熊 の棲家にい た女シ ヤ マ ン と の闘 い】 基から聞こ えて くる声にした が っ て - ン グク ニ は
山 - い き ､ そ こ の 家から出て きた女を捕ま えるが ､ 女に氷 上を引きずられ死 にかかる｡ デ
ル ゲ ニ が現れ て助け ､ かれは 女を つ れ て家 - 帰り ､ か の 女の 片手 と片足を折り､ 片目を突
い て ､ ユ ル タ の 隅 に放りだ したo あるとき ､ - ン グク ニ 桔 どこ か へ 出か け ､ 30日めにデ
ル ゲニ の近 くに2 0もの 天幕が建て られ る｡ デ ル ゲ ニ はシ ヤ マ ン 女に - ン グク ニ とそ の 妹
の チム チャ プを自分 の ユ ル タに連れて こさせる｡ チム チャ プはデル ゲニ の 妻となる｡ 夜,
デル ゲ ニ は - ン グク ニ に ｢近 くにある乾い た切り株をと っ て きて ､ 自分 のそ ばにおくよう
に+ と い う o - ン グク ニ が運んで きた 2 つ の 切り株は女になる. かれはその姉娘と結婚す
る｡
5 . 【- ル ニ ケ ン との醜い】 長年が過 ぎ､ - ル ニ ケ ン 勇者が力比 べ にや っ てく る｡ は じめに -
ン グク ニ が相手 になっ て 負ける｡ デルゲ ニ が相手 になるが ､ - ル ニ ケ ン を追 っ て い.るうち
にそ の キャ ン プ地 には い るo そ こ で多勢を相手 に立木を振り回 して 1人残らずなぎ倒すo
累々 と積み上が っ た敵の死体の とこ ろか ら - ル ニ ケ ン の父親の老人 が立ち出でデルゲニ を
自分の 天幕に招く o デル ゲ ニ は - ル ニ ケン を運 んできて ､ 折れ た腕と脚を元 どおり治すo
老人は娘の メ ン グン に トナカイ の群を つ けて デル ゲ ニ に与える｡ デル ゲ ニ は老人 の とこ ろ
に留まる｡
6 . 【ネリクイ との闘 い】 老人 の もと - ネリクイが襲 っ て きて ､ 彼が娘を他人 にや っ たこ とを
非難する｡ ネリクイ が娘 を取り戻しにいくと､ そ の 後か らデルゲニ は呪い の 矢に乗 っ て飛
んで い き ､ 自分の キャ ン プ - 帰る｡ そ こでネリクイ との 開い になる ｡ - ル ニ ケ ン と - ン グ
ク ニ が相手をするが負ける｡ デルゲ ニ は矢で相手 を攻める｡ 敵は敗北を認める｡ デルゲ ニ
はネリクイに殺 した者たちを廷生させ ようにとい っ て ､ 帰す｡ かれ は自分 の娘を - ル ニ ケ
ン に与える｡
7 . 【熊 - 地下界の魔物との 闘い】 ある 臥 デルゲニ は遠征に出かけるo 闘う相手は以前に -
ン グク ニ が殺 した熊で ､ それが蘇 っ て い るo デルゲ ニ はこ の 闘 い で自分が敗れる ことを予
感 し､ へ ン グク ニ の 息子 に - ン グトウ ニ と いう名を与 え ､ 危急 の 時の助けを頼む ｡ デ ル ゲ
ニ は火の なかに飛 び込み地下界 - 入 ると ､ ゆりか ごの なかにい る赤ん坊の頭を斬ると ､ 鷹
8 .
に変じ､ 鈎爪に頭をつ かん で持ち帰り ､ 刺子固定する.
【へ ラク ルタ との 闘 い】 数年 してデル ゲニ は - ン グク ニ の 行方不明の 妻を捜 しにい く｡ 途
中で ､ 女シ ヤ マ ン に会うが ､ かの 女が
一 言もしや べ らない こ とに腹をたて ､ 打耕 して木に
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縛り つ ける . か の 女はデル ゲニ に呪 い をか けるo - ラク ル タ の キ ャ ン プ
- 行 っ て ｢女を返
せ+ と叫ぶと ､ 巨漢が 出て きて 闘 い が は じまるが ､ 急 にデル ゲ
ニ は力が抜け ､ ユ ルタ か ら
出て きた女の 髪を つ か ん で鷹とな っ て 飛 び去 るo 追跡 して きた双 頭の 鷹
･ - ラク ル タを撃
墜する の は救援に きた凝 の - ン グ ト ウ ニ で ある ｡ - ン グク ニ は妻 と再会するo デ ル ゲ ニ は
わ けの 分か らな い 病気 に なる｡ あ るとき ､ - ン グク ニ に家 の 片隅 に い る ｢2 人 の 女に 夫を
見 つ けて やれ+ と い う ｡ デ ル ゲ ニ の 指示 で ､ - ン グク ニ は前に 基に埋 めた鷹とメ ン グヌ
ニ
を掘り出す｡ 男た ちは生 きか えり ､ 元 どおりの 身体にな っ た女と夫婦にな るo 鷹だ っ た勇
者は - エ ル ミ ニ と い う｡
9 . は シ ヤ マ ン捜索の 別 デル ゲニ の病気 は2年めになり ､ 身体 の 半分が腐 っ て なくなる o
その 原因が女 シヤ マ ン の 呪 いに ある こ とを察 し､ デル ゲ ニ はか の 女を見 つ け るた めに鷹に
変 じて飛び 去 るo かの 女を縛りつ けた カラ マ ツ の 倒れ方をみて ､ デル ゲ
ニ は北 - 向かうo
途中大きなキ ャ ン プ で危うく難を逃れ る｡ やが て夜の 暗闇の なか に大きな焚き火がみ え､
女シ ヤ マ ン が 5人 の 男に よ っ て 火の なか に投げ入 れられ ようと して い るo デル ゲ ニ はかの
女を助 け､ か の 女は裁縫板 でデル ゲニ を元 どおりの 姿にす るo デ ル ゲ ニ は女シ ヤ マ ン を つ
れて 旅をつ づ ける｡ 大きな湖の そ ぼで 7人の 男が孫の
- ン グトウ ニ と闘 っ て い る ｡ かれは
敵を倒 し､ 姿をけす. デ ル ゲ ニ は 1人生き残 っ たチ ビトル を
一 年彼の 再会を約束させて 返
す｡
1 0. 【息子 との 再会】 デ ル ゲニ は旅 にでて ､ ある丘 で息子 の ゲル ク ン ガ と妻 の ウムナ ク
に再会する ｡ ウムナ ク には 3人の 兄弟が い てデル ゲ ニ を殺そうとするが ､ 息子 が叔父たち
に仇を討 つ ｡ 父親の 土 地 - や っ て きた息子 の - ン グ トウ ニ は
- ル ニ ケ ン の息子 と弓矢や相
撲の した あと競走をは じめ ､ 巨人 の テ ン ダク ニ に勝ち､ さらにそ の 兄弟の 老人 と競走を し
て娘をえる｡ そ こ - - ル ニ ケ ン の 息子 - ル ニ がや っ てきて ､ そ こ にい た娘と結婚するo
1 1. 【オタ ニ び とと の 問い】 平和 な暮ら しが つ づき ､ デル ゲ ニ の 子供た ちは強力な男に
なっ た o 約束 したチ ビ トル がや っ て こな い の で ､ デル ゲ ニ はオ タ
ニ ー 族に恨み をもつ ヘ エ
ル ミ ニ ､ メ ングヌ ニ と孫の ニ ン ギ ン ニ を遣わすo 2人は死ぬ o
ニ ン ギ ン ニ は敵を滅ぼすが､
生き残 っ たチ ビトル は ニ ン ギン ニ に対 して命乞い をし､ 死 んだ 2 人を蘇らせ ､ そ して 奪 っ
た 天幕と人と財産を返す o ニ ン ギン ニ には償い に娘ジャ ヤ ニ を与 えるo みなはデル ゲ
ニ の
くに - 帰り ､ ともに平和に暮らした｡
芝ニ ヱ 虻 ニ
ュ ヴュ ン の 英雄叙事詩 は概 して 登場者が多く ､ 構成が入り組んでお りテ
ー マ も単純で はない
ようにみ える ｡ こ こで取り あげた ｢デル ゲ ニ+ に つ い ても同様で あ るo こ の
一 編で は何が語 ら
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れ て い る ことにな ろうか ｡ こ の
一 編を構成 して い る エ ピ ソ ー ド からは主と して つ ぎの ようなテ
ー マ や モ チ ー フ をひろうこ とがで きるo
* 略奪され た妻の捜索と闘い
* 女の庇護 - 手足と目 の捜傷と要せ
* トナカイ牧民と森林の 狩猟民 一 食 の違い
*熊 一 地下界の魔物､ 鉄 ､ 相容れ ない 敵 - 熊 の排除､ 鉄炉と鉄 の ゆりか ご
* 女シヤ マ ン とその 呪力 ､ 呪具 - 裁縫板
* ヘ ン グク ニ の嫁は切り株 - 女
* キャ ンプの移動とキ ャ ン プ間の 敵対
* 勇者の力比 べ ､ 弓矢の 闘い
* デルゲ ニ の 勇者振り (食っ ぷりと腕力 ､ 透視力､ 叡智)
* 嫌悪される求婚者 一 散対者
* 呪い の 矢 一 特殊な飛行手段 一 女シ ヤ マ ン の裁縫板
* 敵の扱い 一 軒首､ 手足 を折る､ 足に矢 一 死と死者の復活 - 開い の木
* 女シヤ マ ン ､ そ の沈黙と呪 い - 勇者の 脱力 ､ 女シ ヤ マ ン - の制裁, 火あぶり
* デルゲ ニ と妻子の離別 - 妻の兄弟の略奪と追跡､ 姉妹 - の迫害､ 子供の叔父 - の仇討ち､
* 第2世代の勇者の 成長 究極の敵 - 海の彼方の集団 - 殺教と略奪
こ の ようにみてく ると､ 全体と して 叙事詩 ｢デル ゲニ+ の テ
ー マ は トナカイ牧民社会にお
ける女性 - 妻と嫁の争奪をめ ぐるキ ャ ンプ集団間の抗争にあるとい っ て よかろう｡ 冒頭でデル
ゲニ 自身が独 り者で あるの も､ また ､ かれ の と ころ - 独 り者の 勇者がやっ て き て共 同生活をは
じめるの も､ 実はかれ らが こうした トナ カイ牧民同士の争い の 挙げ句に妻や財産の トナ カイ を
失 っ た敗残者で あると云 えるかも しれ ない o そ の
一 部始終を熟知 して い る主人 公の勇者デル ゲ
ニ はそう した社会的な異常事態を解決しようとする｡ そ の手段は略奪され た妻の 奪回で ある｡
それは常に開い を伴い ､ 腕力づくで 相手を倒さなければ妻や娘を取り戻す ことはできな い o ま
た ､ 闘い に敗れた勇者は相手 に娘を与 えると い うモ チ
ー フ もこの叙事詩 には頻繁にみ られ､ こ
の こ とは現実の社会的慣習を反映 して もい るo しか しなが ら ､ そ の いずれも
ー 般的には英雄叙
事詩に共通する特徴で ある｡
と ころで ､ 本編 の も っ とも注目す べ き点はデル ゲ ニ は闘い によ っ て決 して相手 を最終的に死
に至 らしめな い こ とである ｡ 相手 はせ いぜ い足 に矢を射られたり ､ 手足を折られ はするが , 必
ず宥和によ っ て本来の 姿に戻される. ただ
一 つ の 例外は熊に対してであ っ て ､ 地下の琴の世界
に君臨する魔物は頭を落とされ､ 地上世界の木に つ けられて蘇ることはない ｡
勇者デル ゲニ は現世の人格であるようにみ えるが ､ しばしば超人的な能力や技能を発揮
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する｡ どの 場合にも究極的な殺 害を避け ､ 自分 の キ ャ ンプ の 周囲 に集 ま っ て くる牧民集団 の全
体に 目酉己りを し なが ら社会的 な秩序 の 回復を目する とい うデル ゲ ニ の 人生観な い しは役割には
族長と して の特徴が明 らかで あるように思われる｡
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1) 独りの 男が い た ｡ 独り で は あ っ た が豊か で ､ 大きな ユ ル タに は い つ も火が燃 え ､ 薪や 水 ､
食 べ 物がい つ もあっ た ｡ 誰が用意を して い るの か を知 っ て い るの は かれ だけだ っ た｡ ある時､
そ こ - 1人の男がや っ てきて ､ い っ しょ に暮らすこ とになっ たo 男の名は - ン グク ニ とい っ たo
次 い で ､ また男が 1人や っ てきて ､ やは り独り者だと い っ て ､ い っ し ょ に暮 らす こ とになる｡
その名はメン グヌ ニ 2) とい っ た ｡
2) あるとき ､ ユ ル タの 主人が い うo ｢トナ カイの 群を移動させ る潮時だo ヘ ン グク ニ は6 0頭
の トナカイを捕まえて こ い ｡ メ ン グヌ ニ は野生の トナカイ を摘まえて こ い ｡+ 二 人が トナカイ を
捕まえて ､ 1人は ス キ ー で ､ もう1 人は暴れ トナカイ に乗 っ て帰 っ てくると ､ 主はすで に出発
して い なか っ た ｡ 2人 はそ の後を追うが ､ なか なか追い つ けない ｡ 山を越えて 大河の 支流の ほ
とりにある平坦なと こ ろにはす で に主が天幕を建てて い た｡
3 あるとき ､ 強風が吹 いてきて ､ ｢闘い の木+
3) に1羽の 鳥が飛んで きて ､ こうい うo ｢K herido,
こ の 土地 - 何しにきた の か o お まえがきた途端に ､ おれの 妻が い なくな っ た . か の 女を奪うこ
とができ るの は ､ おまえだけだ｡ こ の川が海に入 るとこ ろ に老婆が い て ､ 鉄網で魚を捕 っ てい
る｡ 妻を奪っ たの はおまえだ｡ さあ､ 出て こい ｡+
その鳥は鷹で , 鉄の 翼で覆われ ､ 喋は 1 ア ル シ ン もあるo デ ルゲ ニ は寝た まま知らぬふ りを
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して い るo - ン グク ニ は ｢De noj, あ の 鳥は誰かを呼んで い るが ､ デ ル ゲ ニ と い うの は誰の こと
か+ と尋ねるo デ ル ゲ ニ は ｢どうして ､ 出て い か ない の か+ とい うと､ - ン グク ニ ぼ悦び勇ん
で 出て い き ､ メ ン グ ヌ ニ もそ の あとに従 っ た o 二人 は鳥と闘うが ､ 鳥はそ の噴で 防御するo す
る と､ 天幕か ら声が して ､ ｢そ の鳥は矢では殺 せな い ｡ 噴に気 を つ けろ｡ 突かれた ら､ 死 ぬぞ ｡
武器 を捨て て ､ 喋を掴め+ と いうo 鳥は手強く ､ メ ン グ ヌ ニ は墳に刺され て 死 ぬ o - ン グク ニ
はようやく曙を捉 えて ､ 首 をね じ曲げて 鳥の鉢 に突き刺すと ､ 鷹は自分の 血を吸 っ て 死 ぬ｡ -
ン グク ニ は鷹の畷を切り取 っ て しま っ て おく ｡ そ して ､ メ ン グヌ ニ と鷹を土に埋める｡
4) あるとき ､ 2 人 の男がやっ て きて ､ ｢われ われ はメ ルセ だ｡ 野生 の 獣で 育 っ た｡ われわれ に
は親兄弟は い ない ､ 二人 きりだ｡ 獣をも っ て きたか ら食 べ て くれ+ と い う｡ それ は2頭の - ラ
ジカだ っ た｡ - ン グク ニ はさ っ そくカラ マ ツ の木 を2本伐り ､ 枝を払 い先を尖らせ て 串を つ く
り ､ - ラジカを丸ごと刺 して焼 い たo 焼き上が ると､ デル ゲ ニ とニ人 で 1頭ず つ 食 べ たo デル
ゲ ニ は骨 ごと肉をむ し っ て た べ ､ 骨盤だけを吐 き出 した ｡ - ン グク ニ はナ イ フ を使 っ て 肉だけ
を食 べ た｡
食 べ 終わると ､ デル ゲ ニ は2人 のメ ルセ に礼を言い ､ ｢も っ と沢 山あればよか っ た
ろう+ と いう｡ すると ､ メ ル セ た ちはまた出か けて い き ､ 4頭の - ラジカ を持ち帰る｡ - ン グ
ク ニ がそれ を焼 い て ､ デ ル ゲ ニ と2頭ず つ 平らげる｡ デル ゲ ニ が ｢こ の世にはも っ とうま い肉
が あるか+ と問うと､ メ ル セ は ｢それはク マ だ+ とい っ て ､ 締り にでかける｡
5) 幾日た っ て もメ ル セ た ちは帰っ て こない ｡ 30日めに強風 が吹き､ 吹雪にな っ た｡
一 人 のメ
ル セ が服は破れ満身創療で戻り ､ その あとからク マ が追 っ て くる｡ その ク マ は鉢の真ん中が白
く ､ 息をすると胸から炎が飛び出し､ 口と耳か らは煙 が出て火花が散 っ た｡ メ ルセ は倒れて死
ぬ｡ - ン グク ニ がみるとク マ も傷だらけ｡ かれ はク マ に傷を治 してや ろうと い っ て ､ と っ て あ
っ た鷹の塀を傷口に突き刺して ､ 血 を抜い て殺す｡
6) 翌日の 夜､ 死んだメ ルセ の墓穴か ら､ ｢Kheride, 勇者たちよ､ 今 こそあの ク マ の家 - 行け+
と い う声が聞こ えてくる｡ デルゲ ニ は - ン グク ニ に ｢い っ て み ろ+ とい う｡ - ン グク ニ がメル
セ の跡 をた ど っ て い く と ､ 闘 っ た場所で は木々 はなくなり ､ 地面は穴 だらけで あ っ た ｡ そ の先
- い く と､ 河口 に大きな三角山があり ､ そ の麓 にもう1人 のメ ルセ が死 んで い た｡ そ こ に別 の
追跡者の足跡が あ っ たo - ン グク ニ がその 足跡 をた ど っ て 山の頂に達す考と､ そ こには戸 口が
あ っ たo
戸 の向こう側に人の 気配が したが ､ なか で ､ ｢Gelke n
'
,外に誰か い る ような気がする｡ 出て い
くの は止めよう+
■
とい っ て ､ 足音が遠のく｡
ヘ ン グク ニ は戻 っ てきて ､ デルゲ ニ に話すo かれは rそい っ は 5日後に はき っ と出て くる ｡
そうでなければ､ 9 日めには必ず出てくる+ というo
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7) - ン グク ニ は山 - 戻 っ て ､ 戸 口 を見張 っ て い た｡ 5 日めには なに も起 こ らな か っ たが ､ 9
日 めには戸が開い て 女が出 て きた o - ン グク ニ は飛び かか っ て 締ま えたム 女は - ン グク ニ を引
きず っ たまま川 の ほ う へ 逃 げ ､ 氷 に飛 び の ると下流 へ 逃げた o - ン グク ニ は女を押しと どめ る
こ とが で きな か っ た ｡ 女は ｢Gelke n', - ン グク ニ よ ､ おま えの は らわた を川 の氷 に振りま こ う+
とい っ て ､ 氷 塊の 縁 を走 っ た ｡ - ン グク ニ は氷 に打ち つ け られ て 死 にか か っ た が ､ 手は か の 女
にく っ つ いて 離れ ない ｡
そ の とき､ 一 陣 の 強風が吹き ､ 木 々 は折れ ､ 雪は吹き飛ばされた｡ その 後にデル ゲ ニ が現れ ､
女に追い つ くと ､ その 髪を掴ん でか の 女をまる で 帽子 の ように投げ上 げた｡ する と､ - ン グク
ニ の 手 は女か ら離れた ｡ デ ル ゲ ニ は何も云わずに ､ 女を つ れ て 家 へ 帰 っ た ｡ そ して ､ か の 女 の
片手と片足 を折り ､ 片目を突 い て ､ ユ ル タの 隅に放りだ したo - ン グク ニ が戻 っ て きて ､ 元 の
ように暮ら し､ 女には食 べ 物 を与 えた ｡
8) あるとき､ - ン グク ニ は どこか - 出かけ ､ 10 日た っ て も戻 っ て こない ｡ 30日めに外で 騒が
しい声が して ､ やが て近 く に 2 0 もの天 幕が建て られた ｡ デル ゲ ニ の領分 へ や っ てきて ､ 何も
いわずにテ ン トを建て たの だ ｡ そ こ で ､ デル ゲ ニ は こう い っ た ｡
C he mda n'
,
Chc mdan
'
,
C he mdan
'
,
C hc mda n
'
,
シ ヤ マ ン女よ ､
おま えの力を知りたい もの だ｡
女 の チ ム チャ プを今 い る姿の ままでこ こ - つ れて こ い ｡
今すぐにかの 女をこ こに座らせろ｡
横たわ っ て い た女は起きあが っ て シ ヤ マ ン の 占い をは じめ ､ ｢Gelke n
'
, チ ム チ ャ プ 女を今在
るままに こ こ - つ れ て来よ+ と い っ て ､ ｢kbo ok+ と叫んだ ｡ その 酔間､ 女の 肌着 ､ 長靴 ､ 外套
が寝床に落ちて きたが ､ 肝心 の 女はい なか っ た ｡ デル ゲ ニ は激怒 して ､ ｢Che m血 n
'
,何故女の衣
を剥い で ､ 辱 めるの か+ と云 い ､ シ ヤ マ ンの 髪の 毛を掴んだo 女は ｢Gelke n
'
,あの 美しい 女を妾
の補助霊は連れ てく る こと ができなか っ た o もう - 度､ や っ てみ るの で ､ 殺 してくれ るな+ と
哀願 した｡ シ ヤ マ ン は再び補助霊に命 じて ､ ｢kbook+ と 叫ぶ と ､ 裸身の 女が どこ からか寝床 に
現れた ｡ かの 女自身は自分が裸で ､ 別の ユ ル タに い る ことな ど つ い ぞ知らず に い る｡ デルゲ ニ
が ｢着物を着せ ろ+ と命 じ､ 女が着物に息を吹きかけると着物はひ と りで に女の 身体に着せ ら
れた｡
デルゲ ニ はシ ヤ マ ン に命 じ､ 同 じように して ､ - ン グク ニ を この ユ ルタ に連れ て こさせると ､
かれに云 っ た｡ ｢Cbe mda n
'
,
- ン グク ニ ､ おま えは良い 男だ｡ こ こにキ ャ ンプ を設けた｡ 財産 (ト
ナカイ) を譲っ て ､ こ こで暮 らすが よい ｡+
チムチ ャプはデル ゲ ニ の寝床に移 っ た ｡ かの 女は - ングク ニ の妹なの だo
9) - ン グク ニ は自分の仲間を呼び集めたo 夜になると ､ デル ゲ ニ はかれ を呼んで ､ ｢Che mdan
'
,
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明 日 の 朝､ 薪が しめ っ て い るだろう｡ 起きた ら ､ こ こか ら速くな い とこ ろに乾 い た切 り株が2
つ あるか ら ､ そ の 1 つ をも っ て きて ､ 自分 の そばに おけ+ と い っ たo - ン グク ニ が い っ て みる
と ､ よく乾い た切り株が 2 つ ある｡ ｢どうせ ､ また明 日とりに来 なけれ ばならな い なら+ と考え
て ､ かれ は 2 つ の 切 り株 を運 んで きて ､ 傍らにお い て 寝た｡ す ると ､ 夢に ｢Cbe m血n',切り株を
1 つ だけ持 っ て くる ようにと い っ た の に､ どう して ､ 2 つ も っ て きたの か｡ 1人 の 男が 2人姉
妹 と結婚 したと い うこ とを聞 い た試 しが ある の か+ とい うの が聞 こ えて きた｡ - ン グク ニ が何
の こ とだろうと思っ て ､ 見 ると ､ 両側 に女がい る｡
｢che mdan
'
, 初な男 を困らせるな ､ 妹よ ､ 自分の とこ ろ - 戻れ+ とデ ル ゲ ニ が いうo - ン
グク ニ は姉娘と結婚 して ､ 暮ら した｡
10) あるとき
一 陣の 風が吹 い て きて ､ 1人 の 男が怒り ながらや っ て きて 呼 ばわるo ｢kindilen',
俺は ､ メ タカラ ン ､ 名は - ル ニ ケ ン だQ こ の 大地 に並ぶ者の な い若者だ ｡+ デル ゲ ニ は全く無視
して い るo - ン グク ニ は居て も立 っ て もい られ ず､ デル ゲ ニ に呼びか けるo すると､ デルゲ ニ
は ｢大丈夫だから､ い っ て みろJ と い う｡
- ン グク ニ は出て い っ て その - ル ニ ケ ン と闘うo 相手は欠を射かけ ､ r Kindilen', - ン グク
ニ よ､ お まえは俺 の相手 で はな い+ と い う｡ - ン グク ニ は 3 日3晩闘うが ､ や がて負けて 死に
そうになり ､ ｢Den oj, デル ゲ ニ よ､ 助けてくれ+ と頼む｡
それ を聞く と､ デル ゲ ニ は飛び出 し､ 両腕を拡げて 敵に向か っ て 走る と､ 相手 は後ずさり し
なが ら ､ 央を射る｡ デル ゲ ニ は大弓と矢をとり ､ 具足 を着け､ 全部の武器をも っ て相手 と闘い
は じめる｡ かれ は敵を寄せ つ けず ､ 相手の武具と服をぼろ ぼろにすると ､ 裸の 身体に矢を射っ
て傷だら けに したが ､ 殺 しは しなか っ た o やがて ､ - ル ニ ケ ンは , ｢Kindilen
'
,俺は逃げる o 追
っ て こ い ｡ 追 い つ い た ら ､ そ こで 殺すが よか ろう+ と い っ て ､ 走りだすと ､ その ために強風が
起こるo デル ゲニ は後を追う｡
ヘ ル ニ ケ ン の 素早さに ､ デ ル ゲ ニ は ｢もし､ あ奴の仲間の勇者たちの と ころまで い っ たら ､
俺はやられ るだろう+ と思う｡ 前方に果て しもな い 大きな原野がみ え､ そ こに 4 0 の天幕があ
っ た . - ル ニ ケ ン は ｢K indile n
'
,俺が集めた強者 どもよ ､ 助けてくれ+ と叫ぶo 天幕か ら深い森
の ごとく に大勢が飛び出して き た｡ デル ゲ ニ は - ル ニ ケン の腕 を掴 まえ ､ その 片足と片腕を折
っ て 地面 に投げや っ た｡
ll) 人々 はデル ゲ ニ に失を放ちはじめた｡ デル ゲニ は弓矢を捨て て ､ 立木を根こそぎにすると､
それ を振り回 して 央を防ぎ､ 敵を 1人残らずなぎ倒 した｡ 累 々 と積み上 がづ た 敵の死体のと こ
ろに ､ 動く者があ っ た o それ は老人 だっ たo ｢Kebergie,勇者デル ゲニ よ , 殺さない でくれ . 息子
の ヘ ル ニ ケ ン が汝の とこ ろ - 出かけようと した とき､ 観き伏せ るこ とができなか っ たの だ｡ 遠
くからおい でなす っ たの だか ら､ 疲れて い よう｡ あそ こ にわ しの天 幕がある+ とい っ て ､ デル
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ゲ ニ を招く ｡
丘 の 上 に天幕があ り ､ そ こか ら女が 出て きて ､ デ ル ゲ ニ の腕 をと っ て 導き い れ ､ 食事をもて
なす ｡ デル ゲ ニ は - ル ニ ケ ン を運ん で きて ､ 折れ た腕と折れ た脚を元 どお りに手 で圧 し つ けて
治 し､ 傷 つ い た身体を手 で撫 で て 治 したo - ル ニ ケ ン は元 気 にな っ たo デ ル ゲ ニ は ｢俺 を倒そ
うと したの は無駄な こ とだ｡ 薪やトナカイ を集めるがよかろう｡ 自分 の ことをやれ｡ ど の みち､
俺には勝てな い さ+ と い っ た ｡
そ の の ち､ あるときかの 老人 がや っ て きて ､ - ル ニ ケ ン の寝床に3 日い たが ､ やがて ､ rKebergie,
メ ン グ ン よ ､ 自分の 荷物をま とめ なさ い ｡ お ま えの 客人 がお帰りだ ｡ こ の 土地 にはたく さん の
悪霊が い るが , こ の 方は何もで きない+ とい う｡ そ して ､ - ル ニ ケ ン には ｢妹の トナカイ を集
めてやれ+ と い う｡ 旅の 支度ができた とき､ デル ゲ ニ は ｢C he mdan
'
,
- ル ニ ケ ン よ ､ 妹を俺の と
ころまで連れて い っ てくれ ｡ 俺はメ タカ ラ ンが い う魔物に会うまで は帰らな い+ と いう｡ - ル
ニ ケンは妹を連れて でかけた ｡
12) デル ゲニ はメ タカ ラン 老人と残 っ た o そ して ､ 丸3 日眠 っ た ｡ ある夜半､ どこか上の 方
から ｢Neri kuj,メ タカ ラ ン よ , 娘を他人 にや っ たな. お まえ の 娘婿を俺の と こ ろ - 寄こせ+ と い
う声が した o 老人が戸 惑 っ て い る と ､ 再び 声が して ､ ｢Neri kuj,デル ゲ ニ よ ､ 強者 の誉れ ある男
よ､ 出て こ い ｡ 眠 っ て い る者を殺すわ けにはい か ん. - ル ニ ケ ン は妹 を連れ去 っ た o 奴を追 っ
て い っ て ､ 殺 し､ 娘を つ れ て こ よう｡ それ まで ､ デル ゲ ニ は寝て るだ ろう+ と い う｡ それ を聞
くと､ メ タカラ ン は憤激 し､ 大弓をとるとデル ゲニ の 腹に矢を放 っ た が ､ 相手 は忽然と して い
なくなっ た ｡
外からデルゲ ニ の声が した ｡
chc mda n
'
,､メ タカ ラン老人よ ､ Che mda n
'
あなた の魔物は どこ - 消えたの だ ､ che mdan'
こ こか ､ それとも通 り過ぎたか ､ C he mdan
'
あの魔物はみ なが知 っ て い る ､ C he mda n'
ベ ル テ ヴリチ ェ ン とい う名だ 4)､ c be mdan
'
追 っ て い くことに しよう､ Cbe mda n
'
こ こで自分の娘を待つ が よい ､ Cbe mda n
'
デル ゲ ニ は大弓をと り ､ 呪 い の矢 5) をとると ､ ｢さて ､ あの ベ ル テ ヴリチ ェ ン を追うとする
か ､ C be mda n,+ とい っ て ､ そ の 欠を射 ると ､ それに乗 っ て飛ん で い っ た ｡ 相手も矢に乗 っ て飛
んでい たが ､ 追 っ 手に気づ くと大弓でデル ゲニ に矢を放 っ た が ､ か れはそ の 傍らを通り過ぎて
い っ た . もう 一 度､ 央 を放 っ たが届かなか っ た. そ れほ ど､ デ ルゲ ニ は速か っ たo 3度めに後
ろから失を射たが ､ デルゲ ニ は視界から消えて い た ｡
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デ ル ゲ ニ が自分 の キ ャ ン プ に戻 ると ､ - ル ニ ケ ン は到着 した ばかりで あ っ た ｡ デ ル ゲ ニ はや
っ て きた娘を ユ ル タ の なか に入 れると ､ そ の 片手 ､ 片足 を折り､ 片目を突 いて ､ 最初の 女と い
っ し ょ の隅 に放り出 した｡
やがて ､ ベ ル テ グリチ ェ ン がや っ て くると ､ - ル ニ ケ ン と - ン グク ニ が相手 にな っ て 闘うo
- ル ニ ケ ン は疲れたと い っ て後退 し､ - ン グク ニ は 9日めに足 を射られて倒れる｡
デ ル ゲ ニ が外 へ 飛び 出 し､ 相手 に なる｡ かれ は 一 所に じ っ と立 っ たま ま ､ 飛ん でくる矢を指
の 間で 受け止 める｡ 今度 はデル ゲ ニ が矢を放 つ ｡ ベ ル テ ヴリチ ェ ン は5本指で 矢を掴むが ､ デ
ルゲ ニ の矢は服 を裂き ､ 皮膚 を傷っ け ､ かれ は死 にそうにな っ て ､ い うo ｢自分の ところで は俺
が最強､ 適うもの は い なか っ たo お まえの 勝ちだ o お まえは俺を殺そうと はしなか っ たo 許 し
てくれ ､ 殺さないでくれ ｡+
デル ゲニ は許 し､ ｢- ル ニ ケ ン の 足を治せ+と いう｡ ベ ルテ グリチ ェ ン は折れた足 をく っ つ け､
手 に つ ばを して 足 を撫で た｡ すると ､ 足 は元 にもど っ た｡ デル ゲ ニ はかれ を ユ ル タで休ませて
から ､ ｢殺 した看た ちを生き返 らせ よ+ とい っ て ､ 帰す｡ ベ ル テ ヴリチ ェ ン は途中で ､ 自分の娘
を - ル ニ ケ ン に与 える｡
13) 結婿 した - ン グク ニ に息子 が生まれた｡ まもなく ､ かれ は狩 に い くようにな っ た ｡ ある
朝､ デ ル ゲ ニ は ｢Che mda n
'
,わた しは出かけるが ､ 闘い で死ぬ だろうo 相手は い つ か こ こで - ン
グク ニ が殺 したク マ だ o あの ク マ は下の 世界の 魔物だ . それが今自分の家で生き返 り ､ 9人 の
名人 が回復を図 っ て い る｡ わた しが死 にそうになっ た とき , 助けにきてくれ るか+ と2 人の 女
シ ヤ マ ン ､ - ン グク ニ ､ - ル ニ ケ ン に順に尋ねるが ､ かれ らは誰もク マ には適わな い とい う｡
デル ゲ ニ は ヘ ン グク ニ の 息子 に ､ - ン グトウ ニ と いう名を与 え､ ｢おまえだけが わたしを救うこ
とができる+ とい う｡ そ して ､ 具足を つ け､ 武具を肩にすると火のなかに飛び込 んで消えた｡
14) 地面に は穴があり ､ デル ゲ ニ はそ こから下 - 暗闇の なかの道を
一 目散に進んだo そ して
別の 大地に達すると , 1軒 の 巨大な家があり ､ そ こには9 つ の 鉄の 炉が燃 え､ 鉄を鍛えて い る
音が雷 の ごとくに響い て い る｡ 1 つ 消えて い る炉があり ､ デルゲ ニ はそ こ に身を潜め､ 屋根の
煙突から の ぞくと ､ 鉄の髪と鉄の 爪をもっ た老婆が鉄の ゆりかごの なかの赤ん坊の 両足 を炉 の
両側に鉄の鎖で縛り つ けて い る｡ デルゲ ニ は煙突から老婆の項を矢で射ると ､ その頭が落ちた｡
デルゲ ニ は煙突か ら家に侵入 し､ 縛られ て い る赤ん坊の髪を つ かん で持ちあげ､ 頭を斬るとそ
れをも っ て 煙突から飛び出 した｡ 屋根の 上で で ん ぐり返 ると鷹になり ､ 鈎爪に頭を つ かんで飛
び出し､ 来た道をた ど っ たo しか し､ 頭が重い ために上に上がる こ とができず ､ 死 を予感した
デル ゲ ニ は ｢Che mda n,, - ン グト ウ ニ よ､ 助けてくれ+ とい う. 地 の下か ら祖父の 声が聞こえる
と ､ - ン グトウ ニ は ユ ル タの 床で で ん ぐり返 っ て鷹になり ､ 外 - 飛び 出すと､ 煙穴から火のな
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か へ 飛び込ん で い っ た ｡ 祖父 に出会 うと ､ 祖父 の 髪を つ か んで頭 を うけと っ て 家 - 戻り ､ 木に
し っ か りと固定した｡ い つ も の ように暮ら した｡
15) あるとき ､ デ ル ゲ ニ は具足 を つ け ､ 旅支度 をして 出か けた｡ 長 い こ と歩 い て 森に覆われ
た山の 頂に い たると , ぞ こ に ある ユ ル タに入 っ たo そ こに は 1人 の 女が い て縫 い物を して い たo
デル ゲ ニ が声をかけ て もか の 女は答えず ､ 自分で食事を つ く っ て 食 べ て寝 ると ､ 翌朝も同 じ よ
うに 一 言も 口 をきか なか っ たo デ ル ゲ ニ は激怒 して 女の 髪を つ か ん で引きずりだすと ､ 枝で 打
卸 し､ 立木を掘り出しその根に髪の毛 で縛りつ けた ｡
16) 先 - 進む と ､ 大きな原 っ ぱがあ り ､ そ こに ユ ル タが 2 0も建 っ て い た ｡ 丘 の 上に半円錐
形の ユ ルタがあり ､ そ の入 り 口の と ころの 木には大弓が掛か っ てい た ｡ デルゲ ニ が呼ばわると､
2 0 のユ ル タから人々 が飛び出 し､ 矢を射か けて き た｡ デ ル ゲ ニ は 立木を抜 い て ､ それ で応戦
し､ 全員を殺 した ｡ 半円錐形の ユ ル タ に向か っ て ､ ｢C h¢mda n',勇者 - ラク ル タ よ､ 女を返せ+
と叫ぶと ､ なかか らは巨漢が 出てきた ｡ 闘 い がは じまると ､ 急にデル ゲ ニ は力が抜け､ 腕は動
かなくなり ､ 筋肉が 萎える ｡ ｢Che mda n', - ラク ル タよ ､ わ た しが呪われ て い なけれ ば ､ お まえ
なんぞ に負けは しな い が ､ 今 は退く+ と い っ て ､ 武具 を肩にか けると地 面を転が っ て立 ち上が
っ た Q みる と翼は ワ タリ ガ ラ ス の ごとく ､ 拡げた長さは 6尋 ､ 首の 長さが 3尋 ､ 脚は3 尋もあ
る o ｢Che mda n
'
,女よ ､ 汝の 夫 の 闘い ぶ りをみ るが よい+ と い うと ､ ユ ル タ か ら女が出て く るo
するとその 女の髪を つ かん で飛び去 っ た ｡
ヘ ラク ル タは武半 をまと めると地面を転が っ て双頭の 4枚の 翼をも っ た常に変身 して 追跡 し
てきた ｡ 強風が吹き ､ 吹雪にな っ た ｡ デル ゲ ニ は弱 っ て､ - ン グトウ ニ に助け を求める ｡ 祖父
の 声が聞こ えてくると ､ か れは鉄の 翼をも っ た鷹 に変身 して ､ 天 空 に飛び上 が り ､ 上空か ら鷲
の 二 つ頭の 真ん中を塀で攻めた ｡ 鷲は地 に墜ちると ､ そ の頭は忽ち離れ とんだ｡
デルゲ ニ は自分の ユ ル タ に入 ると ､ ｢Chemda n
'
,
- ングク ニ よ ､ 誰 の女を つ れ てきたか ､ 見よ+
とい うo - ン グク ニ が飛び出 して くると ､ そ こにはかれの妻がい たo
17) デル ゲ ニ はわ け の分 か らない 痛気 になっ た ｡ あるとき ､ ｢Che mdan
'
,寝るときに2 人 の 女
に夫を見つ けて やれ+ と い っ た｡ - ン グク ニ は ｢どこで見つ けろ と いうの だ+ と思う｡ デル ゲ
ニ は ｢昔､ 鷹を殺 して基に埋 めただろう｡ それ を振り出して ､ 女を起こ さな い よう眠 っ て い る
女の そばにお け｡ それか らメ ン グヌ ニ を連れてきてもう1 人の 女の ふ とん の上 におくがよい+
とい う｡ - ン グク ニ は 出て いくと ､ 男た ちを掘り出して ､ 眠 っ て い る女の そ ばにお い た｡ 2人
の 女は目を覚ますと ､ そ ばに男が い た ｡ 鷹は男にな っ てい て ､ ｢K herido,女たち よ､ どう して脚
が折れ ､ 手 が折れて い るの か ､ どう して 片目なの か+ と訊い た o ｢(デル ゲ ニ は) わたしたちを
かたわに して ､ 生か してく れた ｡ かれ はわ ざと こう して他の 男たちか ら匿 っ て くれた｡ こ こ に
麗人がい ると分かれば､ 男たちが闘い にや っ て きた ろう｡ 朝起きれ ば､ 目も脚も手も元 どお り
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になる+ と女 は い っ たo 翌朝 ､ 起 きると ､ 女た ちは前 の よ うに美 しく元気にな っ て いた 0 年上
の 女は鷹だ っ た男 の 嫁になり ､ メ ン グヌ ニ は - ル ニ ケ ン の妹だ っ た女を嫁に した｡
デ ル ゲ ニ の 病気 は2 年 めに な っ たc 身体の 半分が腐 っ て なく な っ た c あるとき ､ かれ は宿営
地 の 者を大人か ら子 供ま で全員を呼びあ つ めて ､ ｢C be mda n' ,わた しが どう して 死 に か か っ て い
る の か ､ 考えて くれ+ と い っ た o 誰も答 える ことが できなか っ たo ただ 1人 ､ 鷹だ っ た男 が ､
｢Kherido,あなたは地上 を遍歴 したo 何があ っ たかを知 っ て い る の は自分自身だ+ と い っ たo
｢む か し ､ 三角屋根 の ユ ル タ をも っ た女に会 っ たが ､ か の 女からは良い こと も悪 い ことも何
一 つ 聞き出す ことが で きなか っ た ｡ そ こで わた しは腹がたち ､ かの女 の髪 の毛 を つ か ん でカ ラ
マ ツ の根に縛り つ けた｡ そ の後 ､ 帰るときにはかの 女は い なか っ た｡ どうや ら ､ か の女がわた
しに呪 い をかけたの だ o+ 鷹だ っ た男はい っ た｡ ｢K heri do,
そ の 女は誰にも負けない ｡ あれはシ ヤ マ ン で ､ シ ヤ マ ン の 技で人 を殺すo あ の ような女を掴ま
える ことはで きない ｡ あなたは死 ぬだろう｡ 誰にも助けられ な い ｡+ ｢Che mdan
'
,こ こ に いれば死
ぬ o か の 女を見 つ け に い こう ､ だが ､ どこ - い けばい い の か ｡+ ｢K herido, か の女を縛 っ た場
所 - い っ て ､ カ ラ マ ツが どの 向きに倒れて い るかを調 べ て ､ そちら - 行けばい い ｡+ ｢C he m血 n
'
,
どの みちわた しは死ぬ が ､ 気の済むよう､ かの 女を探しに い こう｡+
18) デル ゲ ニ は旅支度をする と､ 鷹に変じて 飛び去 っ た｡ カラ マ ツ は北向きに倒れ て い た｡
川上 に い くと 3 0の 天幕と大き な天幕が 1 つ あ っ た ｡ そ こ に3 人の 男が い て ス キ ー を削 っ て い
た｡ かれ らは近く の 木に止 ま っ たデル ゲ ニ に気づ き､ 女たちに ｢火 を燃やし料理をするように+
と い う｡ 1人 が ｢Umiro, 勇者よ+ と天幕に招 じるo rChe mdan
'
,わた しは疫病にかか っ て い るo
半身はまともだが ､ 半身は腐 っ て骨だけだ｡+ ｢umir o,鳥の ままでもかま わない ｡+ デル ゲ ニ は迷
っ たあげく に魔の 姿で煙穴から天幕 - 入 る｡ そ して ､ 食事をするとまた ､ 外 - 出て ､ 木に止ま
り ､ これまでの い きさ つ を話す｡ ｢Umir o,そ の 女は大シ ヤ マ ン ､ 強力なシ ヤ マ ン だ｡ わた したち
もかの 女を追 っ て い る の だ｡ い っ し ょ に4人 で追跡 しよう｡+ 男たちに説得されて､､ デ
ル ゲニ は
人間にも ど っ て ､ その 天幕で寝る ことにする｡ デル ゲ ニ は ｢わた した ちの土地 では ､ 人 を独り
では寝かせない+ とい うと ､ ｢Umir o,うちには娘が いない o こ こでも人に独り寝はさせ ない ｡ 隣
から娘を連れて こ よう+ とい っ て ､ 4人の娘を つ れて く る｡ デルゲ ニ はそれ を断る｡ すると ､
｢u mir o,うちにい るの は小 さな妹だo
6)連れ て きて 見せなさ い ｡ さもない と ､ わた したちが娘
を隠して い ると客人に思われ るだろうからQ+
5歳ほ どの少女が連れ て こられた ｡ デル ゲ ニ はかの 女を傍らに して眠 っ た｡ 夜中にその少女
は大人にな っ た｡ デ ル ゲ ニ が理由を訊くと ､ か の女は ｢Umiro,見た ちはわざとわた しを小 さく
した｡ かれらは悪人で ､ 目がさめたら､ あなたを殺す つ もりだ+ と告げて､ かれ を逃がす｡
兄弟たちが ス キ ー で追跡するが ､ 地面ではなく山の 頂か ら頂 へ 飛び移り ､ まもなくデル ゲニ
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に追 い つ く｡ デ ル ゲ ニ は い っ そ う高く舞い 上が る｡ 兄弟たちは追跡をあきらめ る｡
デ ル ゲ ニ は飛び つ づ けるム やがて 夜 になり ､ 突如 と して 暗闇 の な か に大きな焚き火がみ えるo
近づ くと ､ 火 の まわ りに 4人 の 男がお り ､ もう1人 が何か を火 の な か に投げ入 れるが ､ そ の た
びに､ それ が火 からとびだ して い る｡ それ は人間だ っ た｡ 声が聞こえて く る｡
Nival bake, メ ル セ ･ 森 の 人 よ､ N ivalbake
デル ゲ ニ がや っ て きた ようだ ､ Nival bake
も しも､ デ ル ゲ ニ が妾を憐れんでくれ るなら､ N ival bake
デル ゲ ニ よ ､ 女の知恵は､ Niv albake
足 らぬも の ､ Nival bake
あなたは安から訊こうと した ､ Niv albake
だが ､ 妾は あの とき 一 言も い わなか っ た ､ Niv albake
妾が悪か っ た ､ Nival bake
憐れと思 っ て ､ Niv albake
助けてください ､ Nivalbake
5人の森の 人間が ､ Nivalbake
寮を追っ て きて ､ N ivalbake
天の外れ で ､ Nivalbake
囲まれて ､ Niv albake
捕 えられた ､ Nivalbake
デルゲ ニ は上 を飛び なが ら ､ 1人 の 男が女を火 に投げ入れた ときに宙で 捉まえた ｡ それ が男
たちには分からず､ かれ らは辺 りを探 しまわ っ た｡
デルゲ ニ は女をつ れて長い こ と飛ん でいき ､ あると ころ で止 まる と､ い っ たo ｢Che mdan
'
, お
まえの 呪い で わた しは半身 になっ た ｡ 治 してくれ ｡ 治さない と いう なら ､ あの 男たちの ように
おまえを斉めさい なむ｡+ 女 は rNiv albake,助けよう､ Niv albake,妾が悪か っ た ､ Niv albake+ と い
っ て ､ 裁縫板 7) をも っ て それ でデル ゲ ニ の 身体を柵 でた o 忽ち､ か れは元 どおりの 元気な若者
になり､ 女をつ れて 飛びた っ た ｡
19) 飛ん でい ると ､ とて つ もなく大きな湖が あり､ そ こで 7人の 男が 1人 と闘っ て
いた ｡ よく よく見る と ､ そ の 1人は孫の ようで あ っ た ｡ デル ゲ ニ は木にとま っ て孫の闘いぶ り
を見物する こ とに した ｡ 相 手 の 1人が ｢cbipto r,あの デル ゲ ニ がもう こ こ に い る+ と い うと ､
7人の 男たちはデル ゲニ の い る方 をみた ｡ - ン グトウ ニ は その 間に 1本の 矢で 3人を殺 し､ つ
ぎにまた2人を射 る｡ 残りの 2人 と闘 っ てい るときに ､ デルゲ ニ は闘 っ てい る理由を訊ねるが ､
孫柱谷えない ｡ デル ゲ ニ は男に ｢孫が どんな悪事を働 い たの か+ と訊く ｡ ｢C hiptor,われわれは
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海の 向 こう の 土地 の オ タ ニ と い う名 の 男 の 子供 だ｡ あなた の孫娃そ こ - や っ て きて ､ 娘を盗ん
だ のだ ｡ それ で追 っ て きて殺 そうを して い る の だ｡+ デル ゲ ニ は ｢人は他 の男に闘わず して娘を
や るも の だ｡ 闘 い を止 めろ+ とい うが､ 止 めな い ｡ - ン グトウ ニ はチ ビ トル の 1人 の 手と足に
矢を射ると ､ 自分は何も言わずに どこ か - い っ て しま っ た ｡ デ ル ゲ ニ は ｢こ の 男 を助けてやれ+
と妻に い う｡
か の 女は ｢Nival bake,わ た しはこ の男を助けない ｡ 昔､ こ の男 はわた しの 一 族 ､ 父母た ちを栄
した ｡ わた しは逃げ ､ 悪鬼 に捕まり ､ 育て られた｡ そう して 大人にな っ て から シ ヤ マ ン にな っ
たo 誰にも摘ま らない シ ヤ マ ン に. こ の男が憎 い . 助けたくな い o+ デ ル ゲ ニ が事の 真否を訊ね
ると ､ 男は ｢か の 女は本当 の ことをい っ て い る+ と認 め､ ｢もしも ､ - ン グトウ ニ を殺 して いた
ら ､ 犬 一 匹も残 さず皆殺 しにする つ もりだ っ た+ と い うo デル ゲ ニ は ｢正直に本当の こ とをい
っ たか ら､ 命 は助ける｡ そ の代わり ､ 数年後に必ずや っ て くるとい う条件で+ とい い ､ 男 の傷
口 を手 で押さ え ､ つ ば を吐きかけると手は元 どおり になっ たo 男に は9人の 兄弟が あ っ た o か
れ は死んだ兄弟たちを足 で け っ て 水におと した｡ 女はデルゲ ニ に ｢N iv albake, 男がああした の
は､ 生き返 らせるためだ+ とい う｡ 男は去 っ た ｡
20) その 後まもなくデル ゲニ は雄にでた. 冬だ っ たo 飛んで い るとある丘がみ えたが ､ そ こ
に は 雪が な く ､ 草がそ こ こ こ に萌 えだ して い た｡ デ ル ゲ ニ はそ こ で 眠 る こ と に した ｡ 女は
｢Nival bake, デル ゲ ニ よ､ 何故､ 眠 っ て い るの か?+ と歌 っ て い ると､ こうい うことばが聞こ
えて きて ､ かの女はび っ くり した ｡
Egindor o, 父 さんデルゲニ ､ egindoro,
さあ､ 起きて ､ どうして 眠 っ て い るの ､ egindoro?
わた したちを置いてきぼりに したときか ら､ egindo ro,
母さんのウムナクはとても苦労した ､ egindo ro,
( 覚えて ますか) あなたの 嫁の 3人兄弟が ､ egindoro,
あなたを追跡 して い っ たこと を､ egindor o?
で も､ 追 い つ けな いで ､ 引き返 してきた｡ ¢gindo ro,
わたしの 母さんを殺そうと した ､ egindoro,
それで母さんは逃げた. egindoro,
それを知 っ て ､ かれらはかの女を捜 した ､ ¢gindoro,
でも､ どこ にもみ つ けられなか っ た｡ egindoro,
逃げ隠れ しなが ら､ egindoro,
母 さんはわた しを産んだ ､ egindoro,
服の裾に ､ egindoro,
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わた しをくるん で育て た ､ egindoro.
デ ル ゲ ニ はび っ く りして 傍 らの 女に問 い ただすが ､ か の 女は ｢どう して ､ 眠 っ て い る の か と
聞い ただけだ+ と答えたo デル ゲ ニ はも う ー 度眠るo す ると､ また誰かがくり返 して い う｡
Egindoro,母さんはわた しに名を つ けた ､ egi且do ro,
道 で生 まれたか ら､ egindoro,
ゲ ル ク ンガ と ､ egindoro,
油断 して は い けな い ､ egindo ro,
まもなく ､ 母さん の弟たちがやっ て くる ､ egindoro,
母さんが知 らせ るようにい っ た ､ egindoro,
あれ はとても恐 ろしい 人た ちだというこ とを､ egindoro!
デルゲ ニ は眠りつ づけて いたが ､ 上か ら声が してきたo ｢Ku nda ne, デ ル ゲ ニ ､ 眠 っ て い るな ､
ねむ っ て い ると ころ を3人 で太刀 で殺ろうo+ 上空か ら3羽 の 鳥が矢の ように墜ちて きた o デ ル
ゲ ニ は 一 声叫ん で飛 びおき るなり､ 片手 で 2羽 を真二 つ に斬 っ た が ､ 1羽 は逃 げた｡ やがて ､
どこか らともなく さなが ら雨の ように失が飛ん で きた ｡ デ ル ゲ ニ は 一 つ 残 さずそれ を両手 で掴
んだ｡ 一 方か ら声が した ｡
Egindoro, ¢gindoro, 妻の 兄 ､ ベ イセ ムデよ､
Egindoro, ¢gindo ro,お まえが どこにい るの か分からない人 間が
Egindo ro, egindo ro, どう しておまえと闘えようか ?
Egindor o, egindo ro,姿を隠 したままで
Egindor o, egindo ro,人 を殺そ うとは
Egindoro, egindo ro,それ でも強者か?
Egindoro, egindo ro, お まえが わた しの母 さん を殺そうと したこ とを
Egindoro, egindorp, わた しは知 っ て い るo
と い っ て ､ 母親が逃避行で 自分を産んだ ことを告げる ｡ そ れを聞 い て ､ デ ル ゲ ニ が声の してく
る方を振り 向くと ､ 草ござをまと っ た少年と女が い た ｡ 女は ｢姿を隠 した ままデル ゲニ を殺そ
うとしたの は この子供の 叔父 ､ ベ イセ ム デだ+ と告げて ､ 少年に叔父とたたかうようにいうo
それまでい た雪の ない 山は大きな ユ ル タ と化 し､ デル ゲ ニ の妻 はデ ル ゲニ と女 ニ ヴア ル バ キ
を招じ入れた ｡ なか には食 べ 物や服が たく さんあ っ た ｡ 3 日た つ と少 年は叔父 の ベ イセ ムデを
殺した｡
デ ルゲ ニ は ｢C he mda n'
,家 - 帰 ろう+ と いう. 少年は ｢Egindoro, こ の女は どれ ほ ど強い シ ヤ マ
ン なの か ｡ も し､ 強 い な ら ､ か の 女 に乗 っ て 今 日の 昼に連れ て い っ て もらう+ とい う｡ 女は
｢Nival bake,わた しの 上に乗 っ て い られ るなら､ 乗りなさい+ と い うo 少年は 自分の武具を肩に
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か けると ､ 女は裁縫板 に 跨り ､ 少年 はかの 女 の首に馬乗りにな っ たo rNival bake,妾 の 板よ ､ 地
面 の 下を飛んで い こう ｡ こ の 少年が どれ ほ ど忍耐強 い か試そう+｡ 板 娃地中に 入 っ て潜 っ て い っ
た｡ 少年は つ ま先で 地中を進 ん で い く板を蹴 っ た｡ 板が上 - でると ､ 女は ｢今度は空 の 霧の な
か - こ の子 を落とそ う+ と い うと ､ 板は上空 - 飛 ん で いく ｡ 少年 は板の 前半を太刀 の平 らな部
分で打 っ た の で ､ 板は どこ - も行くことができず ､ 地上を飛ん でデル ゲ ニ の家に着い た｡
家の ま わりで は 7人 の勇者たちが失速びを して ､ 天 に 向けて 失を放ち ､ 2人 の 少年がそれ を
掴 んで い る｡ ゲ ル ク ン ガは ｢降り よう+ とい っ て地面 に降り ると ､ 女 の 板を真 っ 二 つ に割 り ､
女 の額 を手で たた い て 老婆 に変 じた ｡ それか ら矢遊び を して い る少年た ちと こ とばを交わ し ､
おなじ ｢デル ゲ ニ の 息子+ で あることを互い に認 めあう｡
や がて 2羽 の鷹が飛来 し､ 地面 に 降りると 1羽 は女に､ もう 1羽 はデ ル ゲ ニ にな っ た｡ ゲ ル
ク ンガと - ル ニ ケ ン の 息子は外で 弓や相撲を競っ たあと競走をは じめる｡
21) 2人が競走をは じめて 1年すると､ 声がする｡ ｢Nus elen
'
, 勇者よ ､ 助けて くれ ｡
1年ま えの 今日 ､ 2人 の 少年がわた しを殺すとい っ て追い かけてきた｡ それ以来､ 逃げて い る
が ､ まだ ､ 追 っ て くるo+ それは巨人で ､ テ ン ダク ニ と いう名だ っ た. こ の追跡は2年､ 3年と
つ づ き ､ つ い にゲル ク ンガ はテ ン グク ニ に追 い つ く ｡ 突如と して前に ユ ル タが あらわれ ､ テ ン
グク ニ はそ こ に倒れ 込ん で死 ぬ ｡ なかから美 しい女がで て きて ､ ゲル タ ン ガを招き入 れる｡ 奥
には髪の 毛が長衣の ごとく床に垂れ て い る老人 が い る｡ 老 人の名は ニ ュ リジ ､ 戸 口 に倒れて い
る勇者の 兄弟だ っ た｡
ゲ ル ク ンガ は ｢あなた の兄弟は速か っ た ｡ あなたは どうか+ と訊 くと ､ 老人は ｢わた しは央
を射ると､ そ の 欠を追い かけ ､ 追 い越 して ､ 戻 りながら矢を掴む+ と い う｡ ゲルク ンガ は老人
と競争する ことに し､ 実際に老人が放 っ た矢をその ように して 掴む ｡ ゲルク ン ガが矢を放つ 番
であるが ､ かれはそれ を後日にしようと いう｡ 老人はかれに自分の下の娘を与える｡
1 5日めにゲル ク ンガ は矢を放つ ｡ ニ ュ リ ジがそれ を追うが ､ 追い 越すこ とが で きず､ い つ
まで も追い つ づ ける｡ すると ､ 向こうから走っ てくる勇者がその矢を掴み ､ ｢Helin e, どうして ､
自分を殺そうとするの か+ とい っ て太刀 を振り 上げる｡ ニ ュ リ ジは逃げ帰 っ てきて ､ 火に飛び
込んで 消 える｡ 勇者は - ル ニ ケ ンの 息子 - ル ニ で あ っ た ｡ かれ は ニ ュ リ ジを追 っ て火 に飛び込
み ､ ニ ュ リ ジの髪を つ かん で出て く るo そ こ にい た娘が散解を解き ､ 食事を与 え､ - ル ニ はか
の 女と結婚する｡
2 2) しば らくすると ､ かれらは自分たちの野 営地 - 戻 っ て い き､ そ こ で平和に暮ら した｡ デ
ルゲ ニ の 子供た ちは強力な男にな っ た o あ るとき､ デル ゲ ニ は全員を集 めた o ｢che mdan
'
,みん
な聞い てくれ+ とは じめて ､ ｢海 の彼方にい るオタ ニ の
一 族がか つ 攻めてきたとき ､ みな殺しに
したが ､ 1人 だけ生か して帰 した｡ もう 一 度訪ね てくる約束をしたが ､ や っ て こない o こちら
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か ら行かなければ な らな い が ､ 誰 か い きた い 者があ るか+ と問い か けるo す る と､ オタ ニ ー 族
に恨みをもつ 者2人が名乗 りをあげ､ デ ル ゲ ニ は 3人 めに孫の ニ ン ギ ン ニ を指名 した｡
3人が鷹 に変 じて 飛 び立 つ と ､ 吹雪が巻き起こ り ､ 強風 が吹きだ した｡ 海を越 えて 向 こう岸
にいくと ､ 6 0の 天幕の ある野営地があ る｡ 1人が ､ ｢デル ゲ ニ と の 約束 の 日 に 来な か っ たか ら､
や っ て きた+ とい うと ､ 天幕か ら 7人 の男が飛び 出して きて ､ ｢迎え ようで はな い か+ と い っ て ､
矢を射か けるo 3人 は ニ ン ギ ン ニ に ､ 2 人は - エ ル ミ ニ に ､ 2人 はメ ン グヌ ニ にo 3人は地上
におりて 人間の姿になっ て 闘う｡ やがて ､ 敵 の 1人 が死 をまえに話す0
C biptor, ニ ン ギ ン ニ , chipitor,
わた しの負けだ ､ chipito r,
殺さない で くれ ､ chipito r､
話を聞い てくれ ､ cbipito r､
- エ ル ミ ニ が来た の は､ cbipitor､
わた しが かれの キ ャ ン プを襲 っ て ､ chipitor,
かれ の 財産を全部奪 っ たからだ ､ chipitor,
キ ャ ンプ を破壊 して ､ 人 を皆殺 しに したからだo
許 してくれ ､ - エ ル ミ ニ には返そう ､ cbipitor,
下僕たちを返そう ､ chipitor,
財産の償い を しようo chipitor,
メ ン グヌ ニ の破壊 したキャ ンプは ､ chipitor,
かれに返 そう､ cbipitor,
財産は弁償 しよう ､ chipito r,
かれ を生き返 らせよう､ chipito r,
あなたには ､ chipitor,
娘の ジ ャヤ ニ をやろう､ chipito r,
どうか ､ わた しを殺さないでくれ ､ cbipitor!
そうい うと ､ メ ン グヌ ニ と - エ ル ミ ニ を生き返らせ ､ 2 0 の天幕 を人と財産ごと - エ ル ミ ニ
に返 した｡ メ ン グヌ ニ には 2 0 の 天幕に財産を つ けて返 した . ニ ン ギ ン ニ には 自分の 娘ジャヤ
ニ を与えた｡ チ ビトル の 兄弟たちをデル ゲニ の 仲間は廷生させ て ､ 帰 るとき ニ ン ギ ン ニ は ｢こ
の梅を通れる ように してくれ+ と い っ た ｡ チ ビトル は9 日間海を凍らせた の で ､ かれら は9 日
でそ こを通 っ た｡ み なはデル ゲニ の くに へ 帰り ､ ともに暮ら した｡
リフ レイ ン
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Cbe mdan
I
K berido
Den oj
K heride
Gelkerl'
Kindilen
I
Kebergie
Neri kuj
Umiro
Nival bake
C bipitor
Egindoro
Umir o
Ku ndan e
Ningidor
NllSel n'
Heline
勇者デル ゲ ニ
鉄 の鷹 - - エ ル ミ ニ
ヘ ン グク ニ
メ ルセ - 森 の 人 ､ デ ル ゲ ニ の 一 族とは異なり狩猟民 ､ 名前では ない .
女シ ヤ マ ン - 山上 の穴に住む ､ 熊 の 一 族?
メ タカラン (氏族) の - ル ニ ケ ン - 地上に並ぶ者の な い強力 の勇者
- ル ニ ケ ン の父親､ 老人
ベ ル テ グリチ ェ ン - - ル ニ ケ ン の 父が いう魔物 - 実は出目の求婚者
ス キ ー を つ く っ て い る兄弟た ち - 親切を装 っ てデル ゲ ニ を殺そうとする｡
女シ ヤ マ ン - デ ル ゲ ニ に 一 言も応答 しなか っ たために罰せられ ､
後に火あぶりにされかか っ て い るとこ ろをデルゲニ に救われる
オ タ ニ ー 族 - 海 の 向 こうにい てデルゲ ニ ー 族の キャ ン プを襲撃､ 略奪 し､
大勢 の恨み をか っ て い る｡ 最後に征伐される｡
ゲル ク ンガ - デルゲ ニ の息子 - 生まれ る前にデルゲニ は妻 の兄弟に襲
われて逃げ､ 妻子 の 消息を知らない ｡
デ ル ゲ ニ の 妻 - ゲル ク ン ガの母 - 自分の兄弟の迫害を惑れ ､ 逃避行のな
か で息子 を生む｡
ベ イセ ム デ - デルゲ ニ の妻の兄弟 - 眠 っ て い るデル ゲ ニ を襲う卑劣漢
ニ ュ リジ - デルゲ ニ の息子 - 母親はチ ムチ ャプ - - ン グク ニ の妹
テ ン ダク ニ - 巨人で俊足 ､ 兄も同 じ - ゲルクン ガと競走して 負ける｡
ヘ ル ニ - ヘ ル ニ ケ ン の息子
1) delgeni: 主人公 の英雄の名
2)
m engktmi: m e ngn
- 銀､ 銀の 男の意
a) すん なりとしたカラ マ ツ の木で ､ そ こ - 叙事詩の 勇者たちは武具を掛けておく｡
4) beltevlichen :belten
'
e= ぎ ょろ目 の
5) 呪い をかけられた魔法の矢
6) rオホ ー ツ ク (･ エ ヴュ ン) のテ キ ス トでは客に 一 番下の 妹を記念に贈ると いう古い習俗の痕跡が非
常に頻繁に見られるJ[原注38 :2 88L
7)
udeki- エ ヴ ュ ン の女性の裁縫道具｡ フ ォ ー ク ロ ア では通常呪具となる [原注39:2 88]｡
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